
回答者１８名

感想
・大まかに理解した。
・エコマップの役割の資料をもう少し大きくして欲しい。
・書き取りたかったのでもう少しゆっくり話して欲しかったです。
・後見人の必要性
・パワーポイントの要点がわかりやすかった。
・話し方にメリハリがあったほうがよい。
・制度の発生の理由が理解できた。

・燃え尽き症候群にならないように注意する。

回答者１７名

感想

・楽しく学べましたが、もう少し時間があればよかった。
・難しかったがわかりやすかったです。
・何度か聞いたこと、忘れていたことなど思い出しながら聞けた。
・親族の範囲

問１.「市民後見概論」について、該当するところに○印を付けてください。

・回答者のすべてが、十分
理解した及びある程度理解
したと回答

生活支援員・市民後見人養成講座 【　平成24年11月9日用　】
専門（市民後見人養成）コースのアンケート(回収率86％）

　皆様の率直なご意見を、より良い養成講座へのご提案と受け止め、鋭意検討させていただ
きますので、下記アンケートにご協力をよろしくお願いします。（後日アンケート結果を取
りまとめ、皆様と講師等関係機関にお伝えいたします。）

Ⅰ.各科目の理解について（問1.～問5.）

問２.「民法の基礎」について、該当するところに○印を付けてください。

・回答者のすべてが、十分
理解した及びある程度理解
したと回答

・いつでも本人の立場に立って、会話行動など記録し支援者が抱え込まず、相談することを
痛感しました。

・対象者の傾聴・受容・生活の見守り、権利擁護等難題が山積み。一人で抱え込まないこと
が重要

・法律文書だけだとわかりづらい話しを図にして説明してくれたのでわかりやすかったで
す。話しは大変面白かったです。

3

15

Ａ．十分理解できた

Ｂ．ある程度理解できた

Ｃ．あまり理解できなかった

Ｄ．理解できなかった

6

11

Ａ．十分理解できた

Ｂ．ある程度理解できた

Ｃ．あまり理解できなかった

Ｄ．理解できなかった
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・とても面白かった。
・わかりやすかったがとても時間が無い。
・大変面白かった。
・楽しい講義だった。成年後見人の必要性を感じた。
・1時間30分が短く感じて、難しさもわかりました。面白く楽しかったです。
･民法や相続等は奥深いため、今後勉強してある程度の知識を身に付けたい。

回答者１９名

感想
・資料もとてもよく今までの中で一番わかりやすかったです。
・後見人の仕事がわかりやすかった。
・色々大変なこともあるみたいです。
・理解はできたが駆け足状態の講義で残念
・後見人の仕事と権限
・わかりやすかった。
・民法の基礎と一緒でもっと話を聴きたかった。
・専門家とボランティアの分配が重要と思った。
・3つの基本が大切

回答者数１６名

感想
・ポイントがわかりづらかったです。
・短時間に理解するのは大変でした。
・申立の手続き方法
・簡単に説明してくれたが、身近に居ないため分からなかった。
・テキストの内容が薄く、口答だけだと伝わりにくかった
・早口で・・・
・前の小林先生からの内容と重複した部分もあり、理解しやすかった。

問４.「家庭裁判所の役割」について、該当するところに○印を付けてください。

・回答者のほとんどが、十
分理解した及びある程度理
解したと回答

・人らしいより良い生活をしていくには、その人に寄り添って日常生活が送れるようにしな
くてはと思いました。

問３.「成年後見制度の基礎」について、該当するところに○印を付けてください。

・回答者のすべてが、十分
理解した及びある程度理解
したと回答

･対象者が地域で生きていくためのｻｰﾋﾞｽを活用し対象者に寄り添って、その人の生活を支援
見守りする。3つの基本は、介護保険との（命に寄り添う）共通事項

・特に財産管理については、大変なことだと思いました。どの分野部署であっても本人を認
め寄り添うことが大切だと思いました。

8
10

1
Ａ．十分理解できた

Ｂ．ある程度理解で

きた
Ｃ．あまり理解できな

かった
Ｄ．理解できなかっ

た

2

14

Ａ．十分理解できた

Ｂ．ある程度理解できた

Ｃ．あまり理解できなかった

Ｄ．理解できなかった
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回答者数１６名

感想
・実際の様子が大変よく分かりました。
･市民の立場で見ているよさがわかった。
・実際に活動している人の体験が聞けてよかった。
・現状説明が地手も良かったと思います。
･実際の活動をしている人の感想が聞けてよかった。
･生きがいを持てているようだ。

回答者数15名

回答者数17名

問５.「市民後見活動の実際」について、該当するところに○印を付けてください。

Ⅱ.専門（市民後見人養成）コースの開催時期等について（問6.～問8.）

問６.季節について、該当するところに○印を付けてください。（複数可）

問７.日程について、該当するところに○印を付けてください。

・10月、11月の開催を希望
する方が多かった。

・今回と同じ1日開催を希望
する方が最も多かった。

・回答者のすべてが、十分
理解した及びある程度理解
したと回答

88

Ａ．大変良かった

Ｂ．良かった

Ｃ．あまり良くなかった

Ｄ．良くない

1

2
1

9

10

2

4
1

5月 6月 9月

10月 11月 1月

2月 3月

112

2
2

Ａ．今回と同じ一日開催

Ｂ．2日間 半日開催

Ｃ．2日間 一日開催

Ｄ．3日間 半日開催
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回答者数１８名

感想

回答者数17名

Ｃ．あまり良くなかったと回答した方の理由 □全体的に各科目の時間が短い　 2

感想
・週3回はちょっときつかった。
・講師の皆さんの説明がわかりやすく工夫されていて良かった。
・少し急ぎすぎた感じはするが、わかりやすかった。

問１０．開催場所（会場）について、該当するところに○印を付けてください。

回答者数１８名

Ｃ．あまり良くなかったと回答した方の理由 1

･空調具合も良かった。

問８.時間帯について、該当するところに○印を付けてください。

Ⅲ.専門（市民後見人養成）コース全体についての評価（問9～問10.）

・専門コースの内容につい
て、１４名の方が満足して
いるが、３名のからあまり
よくなかったと回答があっ
た。

・平日の日中と回答した方
が多かった。

・会場について多くの方
が、大変良かった及び良
かったと回答

問９.専門コース全体の内容（バランス）について、該当するところに○印を付けてくださ
い。

・今回は、平日の日中に都合のよい方が集まっているので、Aの希望者が多いと思います
が、違う人脈に訴えるには、他の曜日、時間帯で開催してみるのも良いのかと思います。

近くに飲食店（コンビニ）があると良い

5

9

3
Ａ．大変良かった

Ｂ．良かった

Ｃ．あまり良くなかっ

た

16

1
1

Ａ．平日の日中

Ｂ．平日の夜間

Ｃ．土日祭日の日中

8

9

1
Ａ．大変良かった

Ｂ．良かった

Ｃ．あまり良くなかった
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回答者数１８名

回答者数１８名

回答者数17名

回答者数17名

Ⅳ、あなたの事について（問11.～問14.）

・受講者の男女の比率は
1：2であった。

・受講者の年代は50代60代
が最も多かった。

・ボランティア活動に参加
していない方と参加してい
る方の比率は約1：2であっ
た。

問１３.あなたの現在の状態について、該当するところに○印を付けてください。

問１１.あなたの性別について、該当するところに○印を付けてください。

問１２.あなたの年代について、該当するところに○印を付けてください。

・あらゆる状態の方が受講
していた。

問１４.あなたはボランティア活動に参加していますか、該当するところに○印を付けてく
ださい。

6

12

男性 女性

1 2

3

5

6

1
20代 30代 40代

50代 60代 70代

3

3

31
3

1
3

Ａ．専業主婦

Ｂ．退職者

Ｄ．農業

Ｅ．自営業

Ｆ．求職中

Ｇ．パート・アルバイト・非常勤

Ｉ．保健・医療・福祉関係従事者

6

1

10

Ａ．参加していない

Ｄ．グループに所属し単発的に参加

Ｅ．グループに所属し継続的に参加
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・初回から出ていますが、今回の講座内容はとてもわかりやすかったと思います。

・この後見制度が続くことを願っています。

＜考察＞
Ⅰ．各科目の理解について

Ⅱ．基礎コースの開催時期について

Ⅲ．専門コース全体について

Ⅳ．あなたの事について

・社協さんの努力は大変なものだと思いました。、でもこのような機関を作ってくれたこと
に感謝します。

Ⅴ、その他自由記載

・3日間の講座で、後見人の必要性と大変さもわかりました。後期高齢化が進む中、後見人
がなぜ必要など様々なことがわかり、私でも協力できたらと思いました。

・約8割の方から、講座全体のバランスについて満足をいただいたが、時間が足りない理由
で満足できない回答があり、専門コースも二日開催を視野に入れることも必要であるが、全

･あらゆる状態の方が受講し、約７割が女性で６０代、５０代、４０代の順で多かった。ま
たボランティア活動を継続的に行っている方が６割と多かった。

･各科目の平均はほぼ１０割の方から、十分理解できた及び、ある程度理解できたと回答を
得て、目的は達成できた。

・11月、10月の平日一日開催を希望する方が多かった。また、違う人脈を訴えるには、他の
曜日、時間帯で開催してみるのも良いのではと言う貴重な意見もいただいた。

・日ごろ弁護士・司法書士、家庭裁判所の方のお話を聴くことはありません。とても興味深
く拝聴しました。判断能力の無い対象者の生活支援や財産管理等を行なうことの責任の重さ
を感じました。地域密着型ｻｰﾋﾞｽを活用したり介護保険サービスを利用してメリハリのある
生活が維持できてその人らしくいきていかれるように支援していきたいと思います。

・人間全身を使い切って死ぬことは無い。体、精神どちらかが衰えて気私も何れお世話にな
ることがあるかもしれない。少しでも協力できたらいいです。
・民法とか裁判所とか難しいところがたくさんありましたが、将来的に後見人の必要性を感
じました。
・ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱってどこで参加の発信をしているのでしょうか？将来的にはネットを使ったつな
がりも必要性を感じました。
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